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ネットワークからは見えない現実
菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

マイクロソフトの知られざる実態

小説と写真が一冊に
オルタナティブ・カルチャー辞典

『わたしは
電子の歌をうたう』

フリーランスライターがマイ

クロソフト社のマルチメディア

タイトルを開発するチームとと

もに過ごした1年を綴ったノン

フィクション。マイクロソフト

社に対するイメージを一変させ

る内容と本のカバーにあるのだ

が、読んでみるとイメージどお

りの感じがした。しかし、開

発メンバーは冷徹なエンジンニ

アばかりだろうと思っているな

ら読んでみるといいだろう。マ

イクロソフトの製品はオペレー

ティングシステム、表計算ソフ

ト、ワープロなどの分野で圧倒

的なシェアを誇り、会社その

ものが、かつての汎用コンピュ

ータ界のIBMに匹敵する巨人

にたとえられている。そこで生

み出される製品がどのように開

発されていったのかを克明に描

いている。そこには経営陣と、

マイクロソフトであるがゆえに

課せられたクオリティーを実現

しなくてはならない現場の

開発メンバーと経営

陣との対立や

葛藤があ

る。会長ビル・ゲイツが出席

する会議のシーンが何度も出

てくるのだが、読んでいるほう

も会議に出席する開発責任者

と同じで胃が痛くなるような感

じがする。胃の弱い人には勧

められない本だが、それほど現

場に密着して描かれているとい

うことだ。であるから、感情

移入して読むうちに、会社で

自分の上司に嫌気がさすごと

く、ビル・ゲイツのイメー

ジを落とすかも。

『オルタ・カルチャー』

原題の「alt.culture」から

まっ先に想像したのが、イン

ターネットの情報源であり、

巨大なゴミ箱としても知られ

るネットニュースだった。イン

ターネットでの玉石混淆の情

報掲示板ネットニュースには

同名のニュースグループもあ

り、種々雑多な情報が飛びか

って独自の文化を創っている。

この本の腰巻きの「インター

ネットイエローページ」に惹か

れて手に取ったが、想像して

いたものとかなり違う本である

ことがすぐにわかった。本書

は、アルファベット順に並べ

ら れ た 項 目 に U R L や

USENETのニュースグループ

名が表記されているものの、

他のイエローページ関

連書籍とは大きく異

なっている。というの

も、ニュースグループを紹介

するのではなく、米国で起こ

っているオルタナティブ（傍

流）カルチャーそのものの事

典になっているのだ。つまり、

ニュースやWWWページを読

んでいるうちに出てきた用語や

人名を調べるには重宝する。

内容は、かなり突っ込んで書

かれているため、万人向きで

はない。たとえば、シャープの

ザウルスやAppleのNewtonな

どを指すPDA（Persona l

Digital Assistant）の説明で

は“映画『スタートレック』

に登場する「トリコーダー」

に似ている”とある。いった

い誰がトリコーダーを知ってい

るのだろうか。

『やがてヒトに
与えられた時が満ちて』

短編SF小説と写真のコラ

ボレーションというべき本。小

説のイメー

ジを追

うだけの写真でなく、写真を

説明する小説でもない。それ

ぞれが完結していて、互いを

高め合うようになっている不思

議な本だ。小説にはインター

ネットを思わせるようなネット

ワーク「インフォ・ネット」

が出てくるが、漠然としたイ

メージのまま話は進んでいき、

状況を説明する小道具程度に

扱われている。話としては展

開が少なく、面白味に欠ける

が、気怠さを感じながら雰囲

気を楽しむにはよい。なぜか、

読んでいるあいだ中、映画

「2001年宇宙の旅」で宇宙船

の中をランニングする宇宙飛

行士の映像が頭から離れず、

何となく同じ感覚が味わ

えた。この本の気

に入ったとこ

ろは写真と装

幀。写真は風

景や静物なのであ

るが、未来的で硬質

で心地よい冷たさを持

っている。火照った額を

大理石に当てているときの感

じに似ている。装幀もいい。

ページの脇に縦に入った章題

はおもしろいな、読みやすい行

間だなと、読んでいると本文

以外に目が行ってしまう。私

のような素人がDTPソフトな

んかを使っているから気になる

のだけれど、内容よりも興味

を惹かれた。まずは手にとっ

てほしい。
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アジアで一旗揚げるには

グラフィカルなWEBをつくろう！

一歩先のプロトコル解説

『インターネットで掴め！
アジアの商運』

アジアでビジネスをする人に

贈るインターネット活用ガイ

ド。起業家、投資家にインタ

ーネットで入手可能なアジアの

情報を紹介する。経済、株式、

住宅、人材、信用調査などの

ビジネス情報をWWWページ

やメーリングリストを使って入

手する例が載っている。アジア

の各国のコンテンツもインター

ナショナルに情報を提供してい

るものなら大抵は英語で書か

れているようなのだが、一部の

コンテンツは中国語やハングル

などの文字コードで書かれてい

る。当然通常のパソコ

ン環境は英語と日

本語程度しか扱えないので、

これらのコンテンツは意味不明

な表示となる。アジアでのビジ

ネスを考える人ならば、マルチ

リンガルな環境でアクセスする

方法を知りたいはずだが、本

書ではそれにはふれてない。ビ

ジネス中級、インターネット初

級の上程度が対象となるのだ

ろうから、Windowsで中国語

を表示させる方法や、マッキ

ントシュでハングルを扱う

Koreanランゲージキットなど

の入手方法などが書かれてあ

ると便利だろう。さらに、こ

の本で一番困ったのが縦組の

URLの表記で、かなり読みに

くく間違える。最初、縦に書

かれたコロン「：」が何のこ

とだかわからなかった。

『PHOTOSHOP
びっくりWEBデザイン』

ドロー系グラフィックソフト

を使おうが、3Dレンダリング

ソフトを使おうが、はたまたデ

ジタルカメラで撮影した画像

を使おうが、デザインワークの

仕上げにフォトレタッチソフト

を使うのは、今や常識である。

質の高いWWWのホームペー

ジはフォトレタッチソフトを活

用し、効果的な演出を施した

画像を使っている。本書は、

フォトレタッチソフトの定番

Photoshopのバージョン4.0J

を使って、WWWのコンテン

ツで使われる各種デザインの作

り方を解説している。目次自

体が、解説するデザインの見

本になっており、実用重視の

本であることが一目で解るだ

ろう。Photoshopの基礎解説

に始まり、背景パターンの作

成、タイトル画像、アイコン作

成、飾り罫やボタンデザイン、

メニュー／タブ、アニメーショ

ンと解説される。フルカラーで

効果が解りやすいうえ、デー

タ画像やツール、フォント、

フィル

ターを収め

たCD-ROMが付

属する。マッキントッ

シュとWindowsに対応する

が、Windowsに関しては、出

版時に4.0Jがリリースされて

なかったので英語版での確認

となっている。Photoshop初

心者が見ても作れそうなレベ

ルで解説されているため、ホー

ムページ作成を始める人はぜ

ひそろえておきたい。

『IPv6
次世代インターネット・

プロトコル』

学習参考書を選ぶとき、読

みやすく解りやすいのはもちろ

ん、最後まで使い続けられる

程度のボリュームがよいと学生

の頃に言われたことがある。

本書は、上記の3点を満たし

た次世代インターネット・プ

ロトコルであるIPv6の解説書

である。IPv6標準化を行った

IAB（ Internet Architecture

Board）の議長をつとめてい

る著者が記したこの本は、

WIDEプロジェクトの研究開

発時も参考にされていたそう

で、監訳には日本でインター

ネットの研究の場での中心的

役割を果たしているWIDEプ

ロジェクトのIPv6分科会が名

前を連ねている。

IPを研究する学生や、

ネットワークに携わっているプ

ロ向きの本であるため、現在

のTCP/IPであるバージョン4

に関する知識を備えているこ

とが前提とされている。言葉

を厳選し、無駄なく書かれて

いるからこそ、コンパクトなボ

リュームにまとまっている。話

は変わるが、次世代IPに関す

るいくつかの提案を耳にしたこ

とがある人もいるだろう。その

中にIP version 7があるが、

IPv6の次のバージョンだと思

っている人も多い。この疑問

に答えてくれるIPv6決定の経

緯をはじめ、いまだ議論が続

いている点を各章で「論点」

としてまとめるなど、次世代

技術を斜め読みするのにも便

利である。
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